
来 場 対 象 者

■ パックご飯
■ 炊飯 
■ おかゆ 　 ■ 冷凍米飯
■ 包装もち  ■ 米菓
■ グラノーラ
■ こめ油
■ 日本酒
■ 非常食  （アルファー米・レトルト） 

米加工
■ 加工品
　 （パン・洋菓子・麺・
　  餃子や焼売の皮
　　など）
■ 汎用米粉 
■ ミックス粉

米粉
■ 玄米
■ 発芽玄米
■ 雑穀米
■ 精麦
■ 栄養強化米

健康米
■ 特別栽培米
■ 新品種米
■ 多収穫
　（業務用）米
■ 酒米
　（加工原料用）

生産者

■ 米卸
■ 商社

流通
■ バイオマス
　 プラスチック

工業用
■ 精米
■ 製粉
■ 分析
■ 炊飯
■ 冷却・冷凍

機械・機器
■ 包装機
■ 米袋

資材

特別企画

「フードメッセinにいがた」 開催15回記念

～新潟から発信するイノ“米”ション～
2023にいがたお米未来展にいがたお米未来展

：

 

：

　

：

：

名 称

同時開催

会 期

会 場

開 催  概  要

出展者数：430事業者・410小間
来場者数：10,000名

開催規模
   （予定）

：

：

：

：

テ ー マ

主 催

主 管

フードメッセinにいがた運営会議・新潟市

（株）日本食糧新聞社・（株）新宣・カシヨ（株）・
食と花の世界フォーラム組織委員会

『より良い食を求めて』
～伝統から最新トレンドまで、新たな価値創造を～

出展のご案内

2023.11/8水～10金 10：00～17：00
（最終日は16：00まで）

会場：朱鷺メッセ 新潟コンベンションセンター 「展示ホール」

●   生産者 ●   お米関連食品メーカー ●   その他製造・加工メーカー ●   小売 ●   食品卸・商社（輸出含む） 
●   中食 ●   外食 ●   給食 ●   デザート・スイーツ・ベーカリー関係者

出展申込締切

8月31日木
出 展  対  象

第15回 食の国際総合見本市 フードメッセinにいがた2023
特別企画 「にいがたお米未来展2023」

第10回 にいがた6次化フェア2023
第 8回 6次化大賞（主催：日本食糧新聞社）

2023年11月8日（水）～11月10日（金）
10：00～17：00（最終日は16：00まで）

朱鷺メッセ 新潟コンベンションセンター「展示ホール」



● 不安定な国際情勢で、唯一自給できるコメに関心が高まっていますが、一向に増える兆しがないのが、その消費量で
す。そもそも昭和の時代から始まったコメ離れですが、平成の時代は「コメを買う時代からご飯を買う時代」に移行
し、食の外部化に伴う外食や米飯惣菜はもとより、家庭内食の新たな消費形態としてパックご飯の市場が急速に拡大
しています。背景に米加工の技術革新があり、その象徴が米粉の需要拡大で、コメ消費の新たな可能性に期待が
高まっています。そんな今こそ、「フードメッセ」から全国、世界に向けて新たなコメの可能性を発信していきませんか！

背 景

にいがたお米未来展への期待

お米未来展専用ブース

社名板

パラペット

1小間=3m×2m（6m2）

● 小間料金に含まれるもの
　（1小間あたり）
　①バックパネル、袖パネル、
　　パラペット
　②社名板（1枚）

90,000円（税別）
（税込価格：99,000円）

※ ～ 6 は出展者様の作業を示しています。

 　各種申請書類の作成・提出4

出展者説明会への参加2   
時間：13：00受付、13：30開会
会場：万代島ビル 6F会議室

※オンラインでの配信も行います
9月15日金

出展者へ「ご招待状」（来場のご案内）の送付9月中旬

「ご招待状」（来場のご案内）を取引先へ配布、来場依頼3

出展申込締切8月31日木

出展をご検討の場合　 出展検討／申込み1

開催までのスケジュール

各種申請書類 提出期限10月6日金

 　搬入・設営511月7日火

 　撤去・搬出611月10日金

時間：13：00受付、13：30開会
会場：「朱鷺メッセ」新潟コンベンションセンター 小会議室 303・304

出展検討者向け説明会（セミナー付き）

※オンラインでの配信も行います

6月22日木

出展
申込期間

会期11月8日水～10日金 にいがたお米開発展2023

　世界の食料需給が厳しい中で、穀物の国際価格も大きく
変動し、ウクライナ戦争により、さらに顕在化している。一方、
わが国の米生産・消費量は減少を続け、食料自給率も低く、
最近の疾病増加に対応する「食による健康確保」も必要とされて
おり、お米の生産・消費の維持・拡大のための、新市場の開拓
や健康機能の解明が喫緊の課題となっている。
　こうした背景のもとで、今回、お米の主産地であり、米飯、米菓、
清酒等の加工技術も高い新潟において、新潟市のご尽力に
よって、お米未来展が開催されることは極めて有意義である。
　お米の生産、流通、加工、関連資材・機器企業の皆様が一同
に会して展示が行われることにより、有益な情報交換とビジ
ネスチャンスの場になることが期待される。

運営事務局
〈お問合せ〉

日本食糧新聞社 ビジネスサポート本部
TEL.03-3537-1077

〒104-0032 東京都中央区八丁堀2-14-4 ヤブ原ビル6F
（お問い合わせ受付時間 平日9：30～17：30）　 E-mail contact@foodmesse.jp

https://foodmesse.jp

出展に関する詳細とお申込書は、
HPにてご覧ください。

機器・器具

容器・包装
／衛生資材

情報・サー
ビス等

機器・器具

容器・包装
／衛生資材

情報・サー
ビス等

にいがた6
次化フェア

にいがた
お米未来展

イベントゾ
ーン

食品・食
材

新潟・朱鷺メ
ッセ「展示ホ

ール」

セミナー会
場

出入口

出入口

お米の歴史から始まり生産者の取組や
新たな用途まで、様々な提言を発信。大坪 研一

※2023年会場配置図（予定）
   （小間状況により変更になる場合がございます）
　（2022年を参考にしたイメージです）　

新潟薬科大学
応用生命科学部 応用生命科学科 食品・作物資源利用学研究室
教授/農学博士 穀物研究ユニットリーダー

新潟県および各企業の取組や、
お米商品の今を紹介します。


